
新潟県 中越地震「応急危険度判定」協力業務の報告 
平成 16年 10月 27日（水） 

美和 健一郎 
 
協力日：平成 16年 10月 26日（火） 
 
協力団体：新潟県建築士会 
 
協力地：新潟県 小千谷市役所周辺  

小千谷市街地 
 
協力内容：2人１組による被災建物の調査 
 
参加人数：新潟市役所 10名、新潟県建築士会約 30名、東京建築士会 3名 
     約 20班にて調査活動を実行 
 
調査地：小千谷市街地 市街地を大きく 7ブロック程度に編成 

各ブロックを細分化して 20班にて地域決定 
 
調査対象：小千谷地域内 ２０００件以上 
 
行程：10月 25日（月）午後 8時 30分 自家用車にて東京出発 
      26日（火）午前 1時 30分 新潟市内到着（簡易宿泊施設泊健康ランド） 
           午前 7時 00分 新潟出発 
           午前 8時 30分 三条燕集合場所到着（参加者確認） 
           午前 9時 30分 三条燕市出発 
           午前 11時 20分 小千谷市役所就業（自家用車使用） 
                   市役所会議室で説明と地域割り 
           午後 12時 20分 小千谷市役所出発 
                   各班 約 20件程度の調査業務 
           午後 16時 00分 調査作業終了 
                   調査地域の報告および資料整理 
           午後 17時 30分 帰路 小千谷市役所出発 
           午後 20時 00分 三条燕市 集合場所到着 
      27日（水）午前 2時 00分 東京都内に到着   
 
今後の活動：行政主体で各地から判定士が召集されている。小千谷地域にも 27日は 200人
の協力者が参集するはずであるが、26日の夕刻には 80名の参加は確約されている
状況であった。 

     被災地域の建物と交通状況から、今週中から来週の頭までは応急危険度判定業

務はかかると考えられる。現在は市役所の 3 階大会議室等を利用して判定士への
連絡報告、整理業務を行っているが支援物資の増加と人員の増加に伴い、施設内

での作業は難しいと考えられる。 
     電気等は復旧しだしているので、資料の作成等は現地でも可能である。 



 
問題点：応急危険度判定員の絶対人数の不足…派遣要請の手配が複雑 
    コーディネーターの不慣れと重複業務による負担増…行政担当者も被災者である 
    正確な判定員の派遣数の掌握が難しい…事前登録制度の確立が必要 
    民間避難場所（幼稚園・神社等）の迅速調査の実施が必要…地理の理解が必要 
 
今後の協力について 
：判定員は自己責任で行動、建築士会、行政の指示に従い担当地域の調査 

    ・服装は気温が 10℃以下、雨風に対応できる事 
    ・食事と飲料は自己手配、携帯電話等連絡手段を持つこと 
    ・肉体的な疲労と精神的な疲労が重なるので高齢者には難しい 
    ・調査地域までは自己の交通手段の確保が可能な事 
    ・宿泊は周辺地域では困難である 
 
民間判定士の有用性について 
     現在、各行政から判定業務の応援に現地に赴いている状況であるが、本来は民

間の判定員が多く参加する事が望ましいと感じる。 
理由として行政の判定員は基本的にコーディネーター業務を主に行い、避難

施設等公共建物の判定と避難人員掌握に努めるべきである。これは被災者への救

援物資の搬送数にも関わり、判定以外のサービス業務の付加により被災者ニーズ

の掌握に直接的に関わるからである。住人の介在しない民間の建物は、「侵入時の

余震に対する危険防止」であり、被災状況の把握であるので緊急性の面からは二

次的な位置付けなので、民間の判定しに業務を担わせ、今後の判定業務に対する

経験につながるよう調査活動に積極的に参加すべきだと考える。 
 

     建築士会においては「ボランティア保険」等の民間判定士派遣時に必要な条件

や情報を事前に収集して、派遣依頼が地域行政から無くとも「被災地行政からの

派遣依頼」に対応可能な組織化を図るべきだと考える。 
     また、被災地の環境や作業内容が肉体的に厳しい状況なので、高齢な判定士で

は現地での実際の作業は難しいので、若手の判定士の育成と資格取得の推進が必

要である。 
     また、現地被災地建築士会の事務局員への派遣も有用だと感じている。地域建

築士会では事務局員の人数も限られており、事務局員自身も被災者である可能性

が高いので、事務局員の派遣制度の検討も必要だと考える。 
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